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世帯の年間での自己負担限度額（平成20年4月1日～平成21年7月31日）

※（）内は平成21年8月1日から1年間自己負担年度額

所得区分 ��国民健康燥険 �国民健康僚険 �後期高齢者i �被用者探険 
（70歳未満含む） �（70∴義一74歳）∴ �匪療制度 

現役並み所得者 ��168万円 �89万円 �89万円 �お勤め先にお 問い合わせく ださい。 

（上位所得者） ��（126万円） �（67万円） �（67万円） 

一般′ ��89万円 �75万円 �75万円 

（67万円） �（56万円）、 �（56万円） 

低所得者 �Ⅱ �45万円 �41万円 �41万円 
（67万円） �（31万円） �（31万円） 

I �45万円 �25万円 �25万円 
（67万円） �（19万円） �（19万円） 

医
療
と
介
護
両
方
の
サ
8
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
へ

～
医
療
と
介
護
で
か
が
っ
た
費
用
の
合
計
負
担
額
を
緩
和
し
ま
す
～

現
在
、
医
療
や
介
護
に
支
払
っ
た
金
額
が

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
と
き
、
超
え
た

分
の
額
が
支
給
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（
医
療
で
は
「
高
額
療
養
費
」
、
介
護
で
は
「
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
）

さ
ら
に
、
平
成
2
0
年
4
月
か
ら
、
医
療
保

険
・
介
護
保
険
の
両
方
の
給
付
を
受
け
る
こ

と
で
、
一
年
間
（
8
月
か
ら
翌
年
7
月
ま
で
）

の
医
療
保
険
上
の
世
帯
の
自
己
負
担
額
が
基

準
額
を
超
え
た
場
合
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ

る
と
後
か
ら
支
給
さ
れ
る
「
高
額
医
療
・
高
額

介
護
合
算
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

申
請
の
対
象
と
な
る
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
、
後
期
高
齢
者
医
療
受
給
者
の
方
に
は

1
2
月
ご
ろ
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

申
請
・
間
合
先

市
民
生
活
課
　
年
金
・
医
療
担
当

※
被
用
者
保
険
の
方
は
、
お
勤
め
先
に
お
問

い
合
わ
せ
く
た
さ
い
。

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
（
富
士
・
東
部
保
健
所
）
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タ
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麗
中
毒
予
姉
の
三
鷹
則

社
会
保
険
業
務
の
「
市
場
化
テ
ス
ト
」
に
つ
い
て

1
0
月
か
ら
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
国
民

年
金
保
険
料
滞
納
者
に
対
し
て
納
付
督
励
及

び
保
険
料
の
収
納
業
務
に
つ
い
て
、
民
間
委

託
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
民
間
事
業
者
の

ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
よ
り
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り

良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
「
市
場
化

テ
ス
ト
事
業
」
と
し
て
導
入
さ
れ
る
も
の
で

す
。
主
な
業
務
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
保
険
料
滞
納
者
に
対
す
る
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
督
励
、
免
除
な
ど
申
請
手
続
き

の
督
励
業
務

○
被
保
険
者
の
委
託
に
基
づ
く
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
受
託
業
務

※
「
市
場
化
テ
ス
ト
」
の
導
入
に
伴
い
、
国
民

年
金
推
進
員
が
実
施
し
て
い
た
戸
別
訪
問

に
よ
る
納
付
督
励
及
び
保
険
料
の
収
納
業

務
は
廃
止
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
推
進
員
の

訪
問
で
納
付
し
て
い
る
方
は
、
1
0
月
以
降

は
口
座
振
替
、
納
付
書
に
よ
る
納
付
に
切

り
替
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

富
士
・
東
部
保
健
所
で
は
、
健
康
で
活
力

あ
る
職
場
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
希
望
す
る
場
所
へ
出
向
き
、
精
神

科
医
師
に
よ
る
「
出
張
講
座
」
や
保
健
所
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
行
い

ま
す
。
主
な
例

○
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
術

○
よ
り
よ
い
睡
眠
を
と
る
に
は

○
ア
ル
コ
ー
ル
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方

対
　
象

○
従
業
員
5
0
人
未
満
の
小
規
模
事
業
所

○
商
店
街
や
同
業
者
組
合
な
ど
の
中
小
企
業

組
合
な
ど

申
込
期
間

平
成
2
2
年
2
月
2
6
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

※
受
け
付
け
は
先
着
順
と
し
ま
す
。

費
　
用
　
無
料

間
合
先
　
地
域
保
健
課

℡
0
5
5
5
（
2
4
）
9
0
3
5

夏
季
は
食
中
毒
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

毎
日
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
で
食
中
毒
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

食
中
毒
予
防
の
三
原
則

①
菌
を
付
け
な
い

○
調
理
前
、
肉
や
魚
を
さ
わ
っ
た
後
、
盛

り
付
け
時
な
ど
必
ず
石
け
ん
で
こ
ま
め

に
手
を
洗
う
。

○
包
丁
と
ま
な
板
は
肉
用
、
魚
用
、
野
菜

用
な
ど
、
用
途
で
使
い
分
け
る
。

○
冷
蔵
庫
内
で
は
、
ラ
ッ
プ
な
ど
で
食
品

同
士
の
接
触
を
さ
け
、
調
理
し
た
も
の

を
上
の
棚
に
置
く
。

②
菌
を
増
や
さ
な
い

○
生
も
の
や
冷
凍
食
品
は
、
最
後
に
買
っ

て
な
る
べ
く
早
く
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
。

○
食
品
の
冷
却
、
解
凍
は
素
早
く
す
る
。

○
調
理
後
の
食
品
は
長
く
放
置
せ
ず
、
早

め
に
食
べ
る
。

③
菌
を
や
っ
つ
け
る

○
加
熱
す
る
食
品
は
中
心
ま
で
十
分
加
熱

する。

○
食
器
、
調
理
器
具
は
熱
湯
や
漂
白
剤
で

消
毒
す
る
。
（
破
損
や
錆
に
注
意
）

間
合
先
　
衛
生
課

℡
0
5
5
5
（
2
4
）
9
0
3
3


